
 

 

 

         

 

 

 

動物を飼うことは、動物の命を預かることです。飼い主には、動物が健康で快適に暮らせるよ

うにするとともに、社会や近隣に迷惑を及ぼさないようにする責任があります。 

ペットに対する愛情はもちろん必要ですが、「かわいい」という気持ちだけでは生き物は飼え

ません。ペットを飼うということは、その一生に責任を持つということです。ペットを飼う前

に、本当に最期まで飼い続けることができるのか、家族みんなで話し合いましょう。 
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【連絡先】 

 

庄原市環境建設部 

環境政策課 

 

ペットを飼いたい！！ その前に。。。

ペットを手放す理由にはこんなケースがあります。あなたは大丈夫ですか? 

＊引越しで飼えなくなった 

＊病気で世話ができなくなった 

＊高齢になったペットの介護が重い負担に 

＊子供にアレルギー症状が出た 

＊世話をする時間がない 

＊飼い主が亡くなった 

＊ペット禁止の集合住宅で飼っているのが見つ

かってしまった 

 飼い主の方へ                                             

     

１．動物の習性等を正しく理解し、最後まで責任を持って飼いましょう 

   事前に正しい飼い方などの知識を持ち、動物の種類に応じた適切な飼い方をして健康・安全に気を配

り、最後まで責任を持って飼いましょう。 

 ２．人に危害を加えたり、近隣に迷惑をかけることのないようにしましょう 

   糞尿や毛、羽毛などで近隣の生活環境を悪化させたり、公共の場所を汚さないようにしましょう。ま

た、動物の種類に応じてしつけや訓練をし、人に危害を加えたり、鳴き声などで近隣に迷惑をかけるこ

とのないようにしましょう。 

 ３．むやみに繁殖させないようにしましょう 

   動物にかけられる手間、時間、空間には限りがあります。きちんと管理できる数を越えないようにし

ましょう。また、生まれる命に責任が持てないのであれば、不妊去勢手術などの繁殖制限措置を行いま

しょう。 

 ４．動物による感染症の知識を持ちましょう 

   動物と人の双方に感染する病気（人と動物の共通感染症）について、正しい知識を持ち、自分や他の人

への感染を防ぎましょう 

 ５．盗難や迷子を防ぐため、所有者を明らかにしましょう 

飼っている動物が自分のものであることを示す、鑑札（犬の場合）、マイクロチップ、名札、脚環、な

どの標識をつけましょう。 



 

 

 

               2 月は省エネルギー月間です 
2 月は、厳しい寒さにより暖房の使用が増えることで、エネルギーの使用量がぐんと増える時期です。電気や

ガス、灯油などの経費がかさみ、家計への影響も少なからずあるのではないでしょうか？ 

資源エネルギー庁によると、冬の電力需要がひっ迫する時間帯は夕方で、その中で最も電力を消費している家

電がエアコン、次に照明とされています。この機会に、家計にも地球にもやさしい、効率的なエネルギーの使い

方を心がけてみましょう。 

 

☆暖かいインナー等を重ね着することで体感温度を上げ、暖房の使いすぎを防ぎま 

しょう。 

☆エアコンは自動運転にして、設定温度の目安は２０℃にし、扇風機やサーキュレー 

ターと併用すると効果的です。 

☆２週間に一度を目安にエアコンのフィルター掃除をしましょう。 

☆エアコンの室外機が雪に覆われていたり、物が置いてあると暖房の効率が落ちてしま 

います。室外機回りは定期的に点検し、キレイにしておきましょう。 

☆ウォシュレットの設定温度を低めに設定し、便座の蓋は常に閉めるようにしましょう。 

☆人のいない部屋の照明はこまめに消灯するなどし、点灯時間をできるだけ短くする 

ようにしましょう。 

 

 

 

 

 

販売店または専門業者へ処理を依頼してください 

下に挙げるものは、市で収集・処理できませんので、販売店または専門業者へお問い合わせいただき、直接処

理を依頼してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

環境標語（平成 28 年度環境啓発ﾎﾟｽﾀｰ・標語コンクール 優秀賞） 

ぽいすてをしない させない みのがさない 

庄原小学校  大門 栞奈 

冬季節電について 

 

エンジン類、モーター、バッテリー、タイヤ、原付自転車、農

薬、農業機械、毒劇物、火薬類、石油類、ドラム缶、消火器、

塗料、チェーンソー、芝刈り機、草刈り機、瓦、ピアノ、ペッ

トや家畜の死体・ふん尿、下水汚泥、建築廃材、石綿、 

瓦、産業廃棄物、農林業資材など 

収集・処理できないごみについて 

在宅医療廃棄物 

（注射器・点滴チュ

ーブなど）は、病院・

薬局など医療機関

へ返却してくださ

い。 


